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活動情報    Ｎｏ．３５ 

 
省力的な収穫・調製作業体系の推進  

「軟弱野菜調製機械等省力機械の使い方検討会」を開催  

                             

久留米普及指導センター管内は、軟弱野菜の生産が盛んな地域です。しかし、近年は担い

手の減少や高齢化に伴う労働力不足が課題となっており、特に収穫、調製、包装作業の省力・

軽作業化が求められています。 

そこで、２月２５日に管内のホウレンソウの省力機械導入生産者６名を参集し、検討会を

開催しました。 

まず普及指導センターから現在運用中の調製機、包装機、収穫機の作業形態の特徴や１人

当たりの生産性の違いなどの調査結果を模式図や比較表を使って説明しました。次に生産者

からは各作業形態のメリット、デメリットや機械のトラブルの発生状況とその要因、適切な

品種について、様々な意見、質問が活発に出されました。そして省力化に向けて今後も情報

共有していくこととしました。 

終了後のアンケートでは、「１人当たりの生産性など、数値としてデータがあってよかっ

た」「他の生産者の意見が参考になった」といった回答を頂きました。 

普及指導センターでは、今後も生産者と連携して、省力化技術の普及に向けた活動を行っ

ていきます。 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttps://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101.html 

 

野菜花き課 野菜第一係 

検討会に参加した生産者 調査結果を説明する普及指導員 


